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九
月
一
六
日
に
発
足
し
た
鳩
山
新
政
権
が

掲
げ
る
経
済
・
雇
用
対
策
に
つ
い
て
の
期
待
、

評
価
を
各
モ
ニ
タ
ー
に
聞
い
た
。

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
青
森
地

域
モ
ニ
タ
ー
は
「
地
域
の
労
働
市
場
の
実
態

を
無
視
し
た
引
き
上
げ
は
雇
用
拡
大
に
と
っ

て
は
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
か
」
と
批

判
的
だ
。
一
方
、九
州
地
域
モ
ニ
タ
ー
は「
全

国
で
も
っ
と
も
低
い
沖
縄
を
は
じ
め
、
ワ
ー

ス
ト
一
○
の
う
ち
、
六
県
を
九
州
・
沖
縄
が

占
め
て
い
る
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
九

州
・
沖
縄
の
雇
用
所
得
を
改
善
し
、
全
国
と

の
賃
金
格
差
の
縮
小
に
貢
献
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
中
小
企
業
の
収
益

を
圧
迫
し
、
低
賃
金
労
働
者
の
雇
用
機
会
を

減
少
さ
せ
、
失
業
率
の
上
昇
を
招
く
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

は
人
件
費
の
上
昇
分
を
カ
バ
ー
し
う
る
だ
け

の
追
加
的
な
中
小
企
業
支
援
策
を
減
税
以
外

に
行
う
こ
と
が
不
可
欠
だ
」
と
の
見
解
を
示

し
た
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
歓
迎
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。「
北
海
道
の
出
生
率
は
全
国

で
四
番
目
に
低
く
、
特
に
札
幌
市
の
低
さ
が

目
立
つ
。
将
来
の
大
幅
な
人
口
減
少
や
産
業

の
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
民
主

党
の
政
策
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
期
待
さ

れ
る
」（
北
海
道
地
域
モ
ニ
タ
ー
）。「
新
政
権

が
掲
げ
る
経
済
対
策
の
な
か
で
特
に
注
目
し

て
い
る
の
が
少
子
化
対
策
だ
。
子
ど
も
を
持

た
な
い
世
帯
に
と
っ
て
の
不
平
等
感
が
議
論

さ
れ
て
い
る
が
、
次
世
代
を
支
え
る
子
ど
も

は
全
国
民
に
と
っ
て
も
財
産
だ
と
い
う
意
識

を
醸
成
す
る
よ
う
な
施
策
も
必
要
で
は
な
い

か
。
不
妊
症
や
生
活
基
盤
の
不
安
定
な
人
な

ど
、
子
ど
も
が
欲
し
く
て
も
産
め
な
い
人
へ

の
救
済
策
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
全

体
で
少
子
化
を
真
剣
に
検
討
し
、将
来
の『
国

力
』
を
高
め
る
議
論
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」（
中
国
地
域
モ
ニ
タ
ー
）。

　

環
境
対
策
と
し
て
、
二
○
二
○
年
ま
で
に

温
暖
化
ガ
ス
を
二
五
％
削
減
す
る
と
い
う
政

策
に
対
し
て
は
、
産
業
界
へ
の
悪
影
響
を
懸

念
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。「
民
主
党
政
権
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
子
育
て
支
援
な
ど
個
人

向
け
の
支
援
が
目
立
つ
。
産
業
の
活
性
化
を

う
な
が
す
よ
う
な
経
済
対
策
は
、
中
小
企
業

の
法
人
税
率
を
現
行
の
一
八
％
か
ら
一
一
％

ま
で
引
き
下
げ
る
以
外
は
具
体
化
さ
れ
て
い

な
い
。
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
は
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
の
需
要
拡
大
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
当
面
は
負
担
増
に
よ
り
企
業
収
益
を
圧

迫
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
経
済
界
か
ら
の

反
発
が
大
き
い
」（
近
畿
地
域
モ
ニ
タ
ー
）。

「
日
本
が
他
の
主
要
排
出
国
と
比
べ
、
過
度

に
高
い
目
標
を
設
定
し
た
場
合
、
日
本
の
国

際
競
争
力
が
そ
が
れ
か
ね
な
い
」（
四
国
地
域

モ
ニ
タ
ー
）。

　

製
造
現
場
へ
の
派
遣
の
原
則
禁
止
に
つ
い

て
中
部
地
域
モ
ニ
タ
ー
か
ら
、「
企
業
の
国
際

競
争
力
の
観
点
か
ら
い
う
と
疑
問
」
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

九
州
地
域
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
中
小
企
業
法

人
税
率
引
き
下
げ
の
効
果
を
疑
問
視
す
る
声

も
寄
せ
ら
れ
た
。「
そ
も
そ
も
不
況
下
に
あ
っ

て
は
企
業
業
績
の
赤
字
に
よ
り
、
法
人
税
を

払
っ
て
い
な
い
中
小
企
業
が
多
く
、
減
税
の

効
果
は
か
な
り
限
定
的
で
は
な
い
か
」。

　

具
体
的
な
経
済
戦
略
が
見
え
な
い
こ
と
に

対
す
る
不
満
の
声
も
聞
か
れ
た
。「
経
済
全

体
の
パ
イ
を
中
長
期
的
に
増
や
し
て
い
く
た

め
の
経
済
成
長
戦
略
が
不
透
明
。
経
済
成
長

な
く
し
て
国
民
生
活
の
安
心
は
な
く
、
雇
用

も
安
定
し
な
い
。
現
下
の
き
び
し
い
不
況
を

克
服
す
る
た
め
に
は
中
長
期
に
わ
た
っ
て
民

間
の
活
力
を
引
き
出
す
よ
う
な
具
体
的
な
経

済
政
策
が
必
要
だ
。
内
需
拡
大
も
重
要
だ
が
、

ど
の
分
野
で
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
現
す
る

の
か
展
望
を
示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今

後
、
人
口
減
に
よ
り
市
場
が
縮
小
す
る
こ
と

か
ら
、
内
需
拡
大
だ
け
で
は
限
り
が
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
外
需
、
と
く
に
ア
ジ
ア
圏

を
中
心
と
し
た
海
外
の
活
力
を
日
本
に
取
り

組
む
政
策
が
不
可
欠
だ
。
今
後
も
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
は
避
け
ら
れ
ず
、
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
重
視
の
政
策
が
必
要
と
さ
れ
る
」（
中
部

地
域
モ
ニ
タ
ー
）。

　

公
共
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
「
北
海

道
経
済
は
公
共
事
業
へ
の
依
存
度
が
高
く
、

事
業
費
削
減
に
対
す
る
懸
念
が
強
ま
っ
て
い

る
。
北
海
道
の
場
合
、
高
速
道
路
や
新
幹
線
、

航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
高
速
交
通
体

系
の
整
備
な
ど
広
域
分
散
型
の
地
域
構
造
で

経
済
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
社
会
資
本
も
多
く
、
そ
の
必
要
性
を
ど
の

よ
う
な
観
点
か
ら
選
別
す
る
か
に
よ
り
、
影

響
の
度
合
い
は
異
な
っ
て
く
る
」（
北
海
道
地

域
モ
ニ
タ
ー
）。「
公
共
投
資
に
対
し
て
は
社

会
的
批
判
が
多
い
も
の
の
、
依
然
と
し
て
公

共
事
業
へ
の
依
存
度
が
高
い
九
州
を
は
じ
め

と
す
る
地
方
圏
で
は
、
失
業
率
の
上
昇
や
雇

用
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高

い
」（
九
州
地
域
モ
ニ
タ
ー
）。

　

高
速
道
路
の
無
料
化
に
つ
い
て
、
北
海
道

地
域
モ
ニ
タ
ー
は
プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面

を
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
た
。「
高
速
道
路
が
道
内

中
核
都
市
間
で
整
備
さ
れ
た
上
で
無
料
化
が

進
め
ら
れ
れ
ば
、
農
水
産
物
な
ど
の
輸
送
コ

ス
ト
削
減
を
は
じ
め
、
道
内
の
物
流
コ
ス
ト

削
減
や
観
光
の
振
興
の
面
で
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
Ｊ
Ｒ
の
経
営
へ

悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
交

通
量
増
加
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
増

え
、
環
境
対
策
と
の
両
立
が
懸
念
さ
れ
る
」。

　

一
方
、
四
国
地
域
と
九
州
地
域
の
モ
ニ

タ
ー
は
否
定
的
だ
。「
高
速
道
路
の
無
料
化

や
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
暫
定
税
率
の
廃
止
が

実
現
し
た
場
合
、
道
路
整
備
財
源
も
削
減
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
四
国
の
自

立
的
発
展
に
不
可
欠
な
高
速
道
路
『
８
の
字

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
な
ど
の
整
備
も
抑
制
さ
れ

る
懸
念
が
あ
る
」（
四
国
地
域
モ
ニ
タ
ー
）。

「
無
料
化
は
す
で
に
休
日
の
『
千
円
高
速
』

の
実
施
で
大
幅
な
減
収
に
陥
っ
て
い
る
鉄
道

や
バ
ス
の
事
業
者
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
都
市
高
速
道

路
を
運
営
し
て
い
る
自
治
体
の
収
益
に
も
圧

迫
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」（
九
州
地
域
モ
ニ

タ
ー
）。

（
調
査
・
解
析
部　

米
島
康
雄
）

鳩
山
内
閣
が
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げ
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政
策
へ
の
評
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と
期
待




